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 ビヨンドファームズ株式会社は、自動車機器、半導体など

を取り扱う技術商社、株式会社コシダテックの関連会社で、

コシダテックグループの特例子会社(※1)を目指して設立さ

れました。そして、一昨年には船橋事業所が開設され、コシ

ダテックから 4 人の社員が出向しています。 

 管理部長の橋本 剛さんは当初、｢会社の法定雇用率と

CSR の観点から障害者雇用を進める担当になりましたが、

漠然としていてどこから始めればよいかわからない｣と感じ

ていました。 

そこで、以前よりコシダテックで付き合いのある佐賀県で

にんにくの水耕栽培をしている就労継続支援 A 型事業所(※

2)を見学し、自社でもこの栽培に取り組もうと決めました。

この事業所で何日か障害のある方と共に作業をした結果、そ

れまで持っていた｢『障害者』は電車内で独り言をつぶやく

ような人｣というイメージが払しょくされました。 

 

 

 

 船橋事業所は、レストランがあった場所。にんにくの水耕

栽培は、まず水はけのよい厨房で、にんにくの株を粒に分け

ることから始まります。コンプレッサーという道具を使い、

空気の力で皮をむいた後、トレイに一粒ずつ並べ、水を与え

て育てます。発芽をしたらパック詰めをし、スーパーマーケ

ット、八百屋、飲食店などに出荷されます。 

 ここまでのシステムを作ったものの、橋本さんや他の社員

には障害のある方をどこで採用したらよいのか、ノウハウが

ありませんでした。そこで、就労支援機関や特別支援学校を

訪れて話を聞いたり、障害のある方たちが働く様子を見学し

たりしました。｢支援員の接し方は参考になりました｣と橋本

さん。食品製造をしている作業所では、加工に関するヒント

も得ることができました。 

 こうしてできた縁でいよいよ事業がスタートし、支援機関

から知的障害のある方、ハローワークの求人から身体障害の 

ある方を採用しました。

採用に当たっては、作

業を見学してもらい、

面談の上で決定をしま

した。 

 

 特別支援学校からも希望があり、

体験としての職場実習を受け入れ

ることになりました。既に雇用をし

ており、障害のある方と接してはい

ましたが、そこで感じたのは｢ひと

りひとり違う｣ということ。特性だ 

けではなく、作業の得手不得手もそうです。この経験から、

実習生の様子は担任教諭などから事前に聞いておきました。 

 高等部 1 年生の B さんは、最初は緊張気味でしたが、仕

事が合っていたのかコツコツと正確に作業をしました。石づ

きを取るペンチの扱いも覚え、皮むきに使うコンプレッサー

の音にも、数日で慣れました。コンプレッサーは、うまく当

てられると一瞬で皮が飛んでむくことができますが、そこま

では難しかったようです。 

 橋本さんは、作業マニュアルを用意。接する中で漢字のふ

りがなや文字の大きさなどを変更し、使いやすいようにしま

した。 

 また、｢2 週間の実習で、自分の作業の意味を知ってもら

いたい｣と、B さん用の｢B トレイ｣を用意し、石づき取りか

ら植え付け、水やりを任せて成長を観察させました。 

 橋本さんたちは、ミスをしたときの叱り方などに迷いまし 

たが、高校生として初めて知

らないところにひとりで来て

いる緊張感を考えつつ、担任

教諭の｢働くイメージを確認

するチャンスなので、悪い所

は叱ってもらっていい｣とい

う言葉を参考にしたそうです。 

 

 現在の場所では、雇用はあと 2～3 人でいっぱいになって

しまいますが、もっと多くの雇用を進めたい、実習の場とし

ても多くの方に利用してもらいたいと考えています。 

 いずれ、農地を取得してさまざまな野菜の栽培をしたり、

水耕栽培の拠点を増やしたりと計画を立てています。｢その

ためにも、水耕栽培にんにくの販路を拡大し、作業量を増や

したい｣と、橋本さんは言います。｢障害のある方が、安心・ 

安全に働くことのできる場にした

い｣と、特例子会社にすることを目指

しています。 

 ｢障害のある方が 0 人の時は『どん

な人が来るのだろう』と心配で、不

安から身構えていました。実際受け

入れてみて、心配するほどのことは

なかった。『迷っているならやっちゃ

え』と言いたいですね｣。 

 

※1 障害者雇用に特別の配慮をした子会社。

※2 一般就労は難しいものの福祉的サポートにより雇用契約に基づく就 

労ができる障害のある方に就労や訓練の機会を提供する事業所。









 

 

 

   

 特別養護老人ホームオレンジガーデンは、平成 12 年に社

会福祉法人康和会が開いた施設です。現在はショートステイ、

デイサービス、ケアハウスなどのサービスも提供しており、

利用者の意向に合った選択をすることができるようにして

います。 

 開拓員が最初にアンケート調査で訪れたのは平成23年で

した。当時は事務職として身体障害のある方が働いていまし

た。特別支援学校の進路担当教諭と再度訪問し、実習からの

流れを説明しましたが、受け入れには至りませんでした。 

その後、働いていた身体障害のある方が退職してから次の雇

用がなく、ハローワーク主催の障害者雇用促進就職説明会で

発達障害の可能性がある方を介護職員として採用しました

が、障害者手帳は取得していません。 

 

 

 

 2 年前、障害者就業・生活支援センターの支援員と共に、

開拓員は改めて施設を訪ね、事務長の鈴木雅博さんに会いま

した。鈴木さんは、オレンジガーデンと同じ特別養護老人ホ

ームで、知的障害のある方を雇用している施設を見学し、｢介

護施設で障害のある方を雇用するなら、清掃の仕事ではない

か｣と考えていました。 

 清掃部門はパート職員 3 人で、一日 5～6 時間、週 4～5

日の勤務をしています。｢新たに障害のある方を雇用するの

であれば、週 30 時間以上が理想。ただ、現在のパート職員

と一緒に働くと時間数が足りないので、別の仕事を考えなけ

ればなりません。その場合、パート職員がついていることは

できない｣と、鈴木さんは支援員に相談しました。支援員は、

｢担当者を決め、ずっと一緒にいるのでなくても近くで手本 

を見せてくれたり具体的な指示を出

してくれたりすればいい｣とアドバ

イスをしました。 

開拓員からも、｢他施設では共有部

分や居室の清掃、シーツ交換、リネ

ン、デイサービス補助、厨房補助、

環境整備などで障害のある方が働い

ている事例を知っています｣と情報

提供をし、参考にしてもらいました。 

 

 センターから紹介された F さんが実習をしたのは、5 ヶ月

後でした。施設としては早めの雇用を望みましたが、支援員

は｢雇用を急ぐより、マッチングをしっかりして長く勤めら

れる人材を探した方がいい｣と、希望者を探したのでした。 

 実習までに鈴木さんと事務主任の鈴木絵梨子さんは、ハロ

ーワークの｢精神・発達障害者しごとサポーター養成講座｣を

受講するなど、自分たちで情報収集や学習をしていました。 

 F さんは、清掃のパート職員から掃除機のコードのさばき

方を教えてもらい、モップ掛け、洗面台とトイレ掃除を経験

しました。実習中はパート職員が勤務時間を延長し、F さん

の指導に当たりました。鈴木さんは、｢本人がフルタイム勤

務を希望しているため、清掃以外の仕事も考える｣と提案し

ましたが、支援員は、｢F さんはとても真面目でイヤと言え

ない方なので、がんばり過ぎて疲れてしまう。採用になって

も半年くらいは今のままで様子を見てほしい｣と答えました。 

 

 実習後、トライアル雇用(※3)を経て本採用になった F さん。

鈴木さんたちは、実習制度が良かったと振り返ります。｢支

援員に不安を伝えてアドバイスをもらうことができました。

専門知識のある方の意見はありがたい｣。現場も最初は心配

していましたが、一緒に働いてみたところ｢問題ない｣とわか

りました。 

 今の仕事は、実習で行った清掃に加え、清拭の準備や利用

者へのお茶提供といった介護職員の補助もあります。｢仕事

を増やす時は、本人と現場にヒヤリングをし、了解をとりま

した｣。雇用当初は面談を頻繁に行い、勤務時間も 6 時間か

ら 7 時間に増やしました。しかし休みがちになり、再度 F

さんから話を聞いて、6 時間に戻すなど、一緒に働くための

工夫をしています。 

 また、トライアル雇用の時には｢業務チェックシート｣に本

人と他の方のチェックを入れ、F さん自身が遂行を確認して

いました。｢小さな目標をクリアすることで自信をつけても

らいたい｣という考えでした。 

 F さんは、｢今では体が勝手に動くようになりました。今 

後は仕事の幅を広げてフルタイムを目指したい｣と言います。 

 ｢本人の能力

を最大限発揮

し、欠かせない

存在になって

もらいたい。障

害の有無に関

わらず、それが

本人にとって

も施設にとっ

てもいい働き

方だと思いま

す｣。 

 

※3 一定期間の試行雇用。ハローワークへの申請で助成金制度あり。 



 

 

  

 ｢どんな人も仲良く、全ての人を受け入れよう｣という仏教

の精神を取り入れた保育をしている杉の子保育園。｢社会福

祉施設として、いろいろな人が関わるべき｣と話すのは、園

長の豊田和子さんです。 

 以前、特別支援学校から実習を受け入れましたが、保育園

の仕事を体験するもので、雇用にはつながりませんでした。 

 そんな折、豊田さんは、障害者就業・生活支援センターが

主催する、企業や就労支援機関が集まる意見交換会に参加し、

障害のある方の支援について意気投合したのが、就労移行支

援事業所の支援員でした。 

 その後、支援員から豊田さんに｢保育園で働きたいと希望

している女性がいる｣と連絡がありました。母親が保育士で

あり、中学校の職業体験で興味を持っていた保育園に行った

G さんです。発達障害があり、就労移行支援事業所で 2 年間、

自分の気持ちを発信する訓練などを積んでいます。 

 豊田さんは｢まずは保育園の仕事を理解してもらおう｣と、

5 日間の実習をしてもらうことを決めました。G さんは通勤

経路を覚えるのが苦手でしたが、事前に両親が地図を手作り

し何度か通勤の練習をさせたそうで、そんな家族のフォロー

も豊田さんには心強く感じられました。 

 

 

   

 G さんは、小さい子供と関わるのが好きで、保育園で働く

ことが夢でした。中学生の頃とは違い、｢仕事｣という目で今

回の実習に臨み、清掃などを体験しました。 

 そして、｢常に子供たちの安全に気を配らなければならな 

い仕事は、自分には難しい｣｢子供

たちのためにがんばるのではな

く、先生たちが忙しいときに自分

ができることを考えたい｣と思う

ようになりました。 

 支援員は G さんの強い意志を

豊田さんに伝え、翌年度の採用が

決まりました。 

 現在はパート職員として働い

ています。朝はホールの掃除機が

け、トイレ掃除から始まり、子供

たちの給食の配膳、片付けなどが 

仕事です。G さんは｢初めての仕事で心配でしたが、先生たち

の様子を見て勉強している｣と話します。応援してくれる両親

には、仕事の報告をしているそうです。

豊田さんは G さんの採用に当た

り、支援員としっかり相談を重ね、

現場の職員に伝えました。 

採用当初、G さんはゆっくり出勤

し、トイレ掃除は子供たちのお昼寝

時間に行っていましたが、｢仕事仲

間｣としての意識を持ってもらうた

め、朝の打ち合わせから参加しても

らうことにしました。 

さらに、G さんにも｢プロ｣になってもらいたいと思っては

いますが、まず本人の成長に合わせて焦らずリードするよう

気を付けています。 

現場の職員は豊田さんに全幅の信頼を置いているので、雇

用前には経営者としてしっかり外部に相談するなどして、現

場に伝えました。新しい仕事を任せる時には、まず｢一緒に

やってみよう｣。できるようであれば、｢これからもお願いで

きる？｣と聞き、不安そうなら一緒にやります。｢ひとりには

しない｣ことが大事だと言います。

支援員には｢いつでも様子を見に来てください｣と言って

おり、時々立ち寄るそうですが、日々の対処は現場で行って

いるため、支援員に相談を持ち掛けたことはありません。 

 

 園の行事では、G さんの提案で先生たちがダンスを披露し

ました。G さんは、｢職場の人は相談に乗ってくれるし、自

分の話をよく聞いてくれる｣と言います。 

豊田さんも、｢G さんが成長し、スキルアップしてくれれ

ば、先生たちの仕事も楽になります。まずは G さんを精一杯

育てていきたい。G さんが仕事や勤務時間の幅を広げていく

ことを目標に、サポートします｣と話してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 コンピューター関係サービスを提供する日本ユニシスは、

1958 年に創業。昨年、設立 60 周年を迎えました。情報通

信における日本のパイオニアとして知られています。 

 障害のある方の雇用についても長く取り組んでおり、20

～30 年勤めている方もいます。以前から身体障害のある方

を採用していますが、最近では精神障害者の採用も進めてい

ます。 

 平成 30 年に NUL アクセシビリティ株式会社を設立し、

翌年には特例子会社の認定を受けています。こちらでも在宅

勤務を含む障害者雇用をしていますが、日本ユニシス単体で

も積極的に障害のある方を受け入れています。 

 職務はシステムエンジニア、人事、経理であり、これは健

常者と全く同じです。 

 

 

   

 H さんは双極性障害Ⅱ型。この会社に入って 3 年になりま

す。前職もシステムエンジニアでしたが、体調を崩して退職。

自身の障害を受け入れ、病院のデイケアに通いながら再就職

を目指しました。就労移行支援事業所に登録して就職活動を

するも、不採用が続きましたが、人材紹介サービスに登録し、

この会社で採用が決まったのでした。 

 発症したころのつらい日々を思い出して事務職を希望し

ていましたが、就職先が見つからず、｢システム開発のない

システムエンジニア｣に方向転換し、入社後も間接業務とし

て仕事をしています。入社にあたって挙げた｢会社に配慮し 

てほしい点｣は、｢残業

はしない、休日は休む｣

といったもので、再び

体調を崩さないよう、

周りに理解を求め、上

司が変わるたびにそれ

を引き継いでもらって

います。 

 H さんは、就労移行

支援事業所で自己理解

をしっかり行ってきま

した。また、主治医と

話をするために 5 年前 

に始めた生活記録を、現在も続けています。日々こうした努力

をしながら、勤務しています。 

H さんが日本ユニシスを選んだ理由のひとつは、精神科医

が常駐する社内診療所があること。H さんは 2 週間に 1 度、

主治医の面談を受けているため、診療所を利用したことはあ

りませんが、｢社内に精神科医がいるのは安心｣と感じました。 

入社してからのサポートとして大きいのは、社員相談室の

存在です。障害の有無に関わらず、全社員が利用できるシス

テムですが、特に精神障害のある方については配属前に本人

の了解を取って、配慮してほしい事項を職場に伝えています。 

カウンセラーの荒川さんは、この相談室に 16 年在籍して

います。｢相談内容は仕事のことに限りません。入社してす

ぐの社員からは仕事の相談が多いのですが、家事と仕事の両

立について悩みを話してくれる方もいます｣と荒川さん。｢相

談には、解決のヒントや情報を提供します｣。 

H さんは、入社当時は月 2 回、現在は月 1 回、相談室で

荒川さんと話をしています。｢同僚とはたまに食事に行った

りしますが、存在の近い家族にも同僚にもこぼせない愚痴を

聞いてもらいます。荒川さんが与えてくれるアドバイスがあ

りがたいです｣。荒川さんは、H さんが生活記録をつけてい

ることが社内での適応につながったと見ています。 

 

 H さんは、｢社内外で相談できる場があることが安心｣と言

います。契約社員として入社し、これまでの努力が実って正

社員に登用されました。 

 人事部エントリーマネジメント室の榎本さんは、こうした

社内でのサポート体制を今後も生かしていきたいと考えて

います。これまでに定着がうまくいかなかった例もあり、｢配

属される部署の上司には配慮事項を伝えていますが、他の社

員にも勉強する機会をもってもらいたい｣と、産業医(精神科

医)による勉強会を企画し、開催しました。｢まずは人事採用

担当から、いずれは全社員に様々な障害について理解しても

らいたいです｣。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 革靴でよく知られている｢リーガル｣は、明治 35 年に創業

された株式会社リーガルコーポレーションが製造していま

す。グループ企業であるリーガル販売は、平成 31 年 4 月、

販売 3 社を統合して誕生しました。 

 平成 22 年までの約 100 年間、リーガルコーポレーショ

ンの本社および工場は、足立区千住にありました。工場では

障害のある社員を雇用していましたが、移転になったことで

通勤が難しくなり、退職しました。 

 本社が浦安市に移転したことで、ハローワークから｢障害

のある方を雇用するように｣と指導が入り、リーガルコーポ

レーション人事部ビジネスサポート課長の雨宮祥浩さんと

同課の宮原優佳さんが担当をすることになりました。 

 ｢それ以前は、障害のある方と一緒に働く状況を考えたこ

とがありませんでした｣と話す雨宮さん。最初は｢事務補助で

数人雇用すれば｣と考えていましたが、障害のある方たちと

関わるうち、｢こんな仕事も任せられる｣とわかってきました。 

 雨宮さんたちは浦安の本社屋に入るリーガルコーポレー

ション、リーガル販売、リーガルリテールの 3 社について障

害のある方の雇用を進めています。 

 

 

  

 障害のある方を受け入れるため、現場からのリクエストで

雨宮さんたちは仕事の切り出しをします。そして、就労を目

指す障害のある方が登録している支援機関の、支援員に仕事

を見学してもらいます。｢まず支援者に現場を知ってもらい、

それに合った方を紹介してもらうようにしました｣と、宮原

さんは言います。その後、仕事を希望する本人にも見学をし

てもらい、実習に進み、本人も会社も OK であれば雇用につ

なげます。 

 リーガル販売で伝票整理をしている I さんは、就職 2 年目。

｢最初、会社を見たときは、大きいので緊張しました｣と振り

返ります。以前は別の仕事をしていましたが、事務仕事は初

めて。｢メモを取りながら作業をしていましたが、だんだん

できるようになりました。メインの仕事は伝票整理ですが、

パソコン作業が好きなので、もっとやってみたい｣と意欲的

です。雨宮さんは｢真面目にコツコツ仕事をするので、作業 

が早く終わってしまいます｣と言います。 

 

 

雨宮さんたちが関わる 3 社で働く

障害のある方は、物流倉庫(柏市)では

入出庫業務、アウトレットの店舗で

は靴の箱を拭いたり靴ひもを結んだ

りといったバックヤードの仕事をし

ています。 

浦安の社屋には I さんのように事

務をする方や清掃を担当する方が

15 人。ここでは毎日 14 時から 1 

時間、全員が 1 ケ所に集まって｢集中作業｣として、シューパ

ッド(靴の中に入れるクッション)を作ります。以前はプラス

チック製だったものから紙を丸めて作るものに変え、年間

65 万足作られる靴に使用するため、工場に送ります。｢モノ

づくりの会社なので、事務系の仕事をする方たちにも担って

もらいたい｣という考えです。宮原さんは、｢みんなの作った

ものがそのままお客様に届きますよ｣と伝えています。 

 

 雨宮さんは、障害のある方たちの雇用について｢特別なこ

とは何もしていません｣と言います。また、宮原さんも｢定着

に関して『何もしていない』と胸を張って言えます｣と笑い、

｢その理由は、会社に合う人を支援機関が紹介してくれるこ

と｣とふたりは口をそろえます。 

 その上で実習を通して本人の特性を見極めるマッチング

に、一番気を遣っています。できること、できないことを見

て、支援機関にフィードバックします。採用後は｢伸び代｣を

確認しながら仕事の調整をするなど、見守っています。面談

や日報は、必要と感じたら行っています。 

 実際、ここで実習を経験した方は、｢見守ってくれた｣と感

想を述べているとのこと。｢何もしない｣ことが放置ではない

と、支援機関も実感しているようです。 

 ｢いつもと様子が違うと思ったらすぐに支援機関に相談を

する｣といった、支援機関との連携が、定着にも次の雇用に

もつながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※内容は令和元年 8 月当時。同年 12 月 1 日に｢株式会社リー 

ガルビジネスサポート｣として特例子会社に認定されました。



 

 

  

 介護老人保健施設｢大穴さくら苑｣では、以前にも障害のあ

る方を雇用していましたが、職種は｢あんま師｣など、いわゆ

る専門職のみ。｢専門職以外で障害のある方を受け入れたい

が、どうしたらいいだろう｣と悩んだ担当者の須藤義輝さん

は、受け入れ実績のある他の施設に様子を聞きました。清掃

などで働く例を知り、同時に｢一緒に働く方たちが納得して

進めなければ不満が残る可能性がある｣とも聞きました。 

 須藤さんは、進め方について障害者就業・生活支援センタ

ーに相談をしました。このセンターは、障害を持って働く方

や雇用事業所の相談窓口になっています。そこで、｢職場実

習｣というシステムを紹介されたのです。実習を受け入れる

ことは、現場の経験としてもいいことだと感じました。そし

て、センターの支援員と共に施設内の仕事を見直し、まずは

清掃部門で実習を受け入れようと考えたのでした。 

 清掃のパート職員は初め不安を示しましたが、｢あくまで

も体験実習｣と納得してもらいました。 

 

 

   

 特別支援学校 3 年生の J さんが、学校の教諭や保護者ら

と施設を見学、須藤さんが面接をしました。 

 須藤さんは J さんに｢人見知りのようだが、しっかりあい

さつすることができる｣と印象を持ち、本人と話をするうち

に、デイサービスのレクリエーション補助や厨房なども実習

受け入れの可能性として考えました。しかし、センター支援

員や学校の教諭の意見もあり、施設内で検討し、まずは清掃

の仕事でお互いが体験しようということになりました。 

 実習で J さんは、慣れないモップで手にまめを作りながら

廊下清掃をしました。現場からは｢一生懸命だ｣｢これほどで

きるとは思わなかった｣と、好意的な声が聞かれました。 

 結果、2 回目の実習が決定。雇用に向けて具体的に検討す

ることになったため、前回の実習で｢利用者がいる場所で臨

機応変の判断が必要｣という課題があったことから、別の仕

事でより雇用に近い見極めをしようと、須藤さんは、センタ

ー支援員から提案された厨房での仕事を考えました。 

 厨房の職員は J さんの 1 回目の実習の様子を見ていたた

め、受け入れはスムーズでした。清掃部門より職員数が多い

ことから、J さんが指示に戸惑うのではないかと懸念してい

ましたが、混乱はないようでした。 

 2 回の実習を終え、J さん本人の希望もあり、翌春に厨房

作業での採用に至りました。 

 J さんは、利用者と職員の昼・夕食の準備をしています。

｢立ちっぱなしは疲れますが、両親に仕事でがんばっている

話をすると喜ばれます。給料をもらって、家族旅行をしまし

た｣と話してくれました。これからの目標は、｢丁寧に盛り付

けをするよう心がけていますが、これからはスピードアップ

をしたい｣そうです。 

 働き始めて 1 ヶ月の頃、学校の提案でジョブコーチ(＝職

場適応援助者。障害者職業センターに派遣依頼)に入ってもらい

ました。須藤さんは、｢必要ないかと思っていましたが、自

分たちと違った視点でアドバイスをもらえることはありが

たい｣と感じました。 

 ジョブコーチに｢J さんがステップアップできるよう指導

した方がいいか｣と相談したところ、｢今の流れでうまくいっ

ているのでステップアップより現状維持がいい｣と言っても

らったため、無理に進めないよう心がけています。 

 保護者から｢気分の変

化が食欲に表れる｣と聞

き、昼食の様子に気を付

けています。本人の特性

として｢口頭指示より見

てわかるマニュアルの方

が理解しやすい｣と聞い

ていましたが、今のとこ

ろ作らなくてもよさそう

です。 

 

 ｢今後もいろいろな部署で受け入れをしたい｣と考える須

藤さんは、J さんの例で進めやすくなったと言います。受け

入れ前は｢難しい｣と意見が出ましたが、実習後は、続けるこ

とに反対はありませんでした。｢経験がない段階での『難し

い』は具体性がない。実際に一緒に働いて初めて、改善点が

わかる｣という須藤さん。｢障害の有無に関わらず、どんな特

性を持っているか、仕事が合うかはわからないのに、受け入

れ前から『無理』というべきではないと思います｣(須藤さん)。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 エイジスコーポレートサービス株式会社の親会社は、実地

棚卸サービスを展開する株式会社エイジス。創業者齋藤茂昭

さんは障害者福祉にも熱心に取り組み、平成 17 年に立ち上

げた社会福祉法人から親会社のエイジスに採用された障害

のある方は、今も就労を継続しています。 

平成 22 年、齋藤さんの｢障害のある方の働く場を作ろう｣

という考えのもと、特例子会社(障害者雇用に特別の配慮を

した会社)としてエイジスコーポレートサービスが設立され

ました。親会社の中では受け皿を多く作り出すことができな

かったため、より多くの就労を目指したのでした。 

当初、7 人の障害のある方を採用しましたが、どんな仕事

を任せたらよいかわかりませんでした。親会社から仕事を切

り出し、棚卸しデータや勤怠データの入力をしてもらいまし

たが、納期を守ることが絶対条件。新しい人を採用しても、

仕事に慣れるまでは、管理側の社員がつながなければならな

い時もありました。 

執行役員で人事総務部長の奥田 稔さんは、当時を振り返

ります。｢障害のある方に働いてもらいたいという目的は同

じなのに、関わる機関が多くてよくわかりませんでした。特

例子会社の連絡会に参加したりして学ぶ毎日でした｣。 

 

 

   

 障害のある方は、主に就労移行支援事業所からの紹介で実

習を経て採用しています。立ち上げたころはどこに依頼すれ

ばいいのかわからず、人事担当者が交流のあった支援機関に

依頼して、紹介してもらいました。奥田さんは、｢初めは何

もわからず、就労移行支援事業所によく電話で尋ねていまし

た｣と言います。 

現在も、紹介の形は変わりませんが、採用予定のポジショ

ンと必要なスキルを支援機関に伝え、会社にマッチする人を

紹介してもらいます。オフィス見学の後で実習の意向を確認

した上で、2 週間の実習期間中に作業の経験、ビジネスマナ

ー、｢報告・連絡・相談｣、社風とのマッチングを見ます。 

 K さんは、この会社で働いて 4 年目になります。パソコン

でのデータ入力やルーターの設定が主な業務ですが、｢パソ

コン作業は初めてで、それほど得意ではありません｣とのこ

と。ただ、自身で｢単純作業が向いており、仕事には正確性

が大事だと思っています｣と分析しています。 

 

 

 

5 つあるグループのリーダー

は、自分の担当業務の進捗状況

を確認しながら、スタッフの働

きやすい作業(適材適所)を指示

しています。 

業務部副部長の中山真知子さ

んは、立ち上げ当初、奥田さん 

に相談をしながら試行錯誤して作業を増やしていきました。

今ではデータ処理、社有パソコン管理、印刷、清掃、軽作業

といった仕事を、社員の得意不得意を考えながら進行管理し

ています。 

以前、中山さんは、身体に障害のある社員に｢ラミネート

の仕事は難しい｣と思っていました。機械にまっすぐセット

しなければならないからです。しかしリーダーが｢試しても

らおう｣と言ったので任せてみたところ、ゆっくりですが丁

寧に作業することができたそうです。リーダーの 3 人は障害

のある社員で、うちひとりは在宅勤務をしています。｢パソ

コンの操作であれば出社しなくてもできますし、チームのメ

ンバーにトラブルがあった時にも作業を変わることができ

ます｣と、中山さんは話します。 

 

中山さんは、特例子会社立ち上げ当初は、｢いわゆる『健常』

の世界に障害のある方を迎え、不都合な部分を修正していけば

いい｣と考えたこともありました。しかし、それではなかなか

うまくいきません。そんな時、さまざまな学習から SST(ソー

シャルスキルトレーニング＝社会生活技能訓練)のロールプレ

イングによって考え方が変わり、｢障害のある方たちの考え方、

接し方がわかるようになりました｣。 

 障害のある方は、体調の波による休みが

重なることがありますので、スタッフで助

け合いながら、今後も、障害のある方の雇

用を進めていく考えです。｢社屋には、バ 

リアフリートイレやクールダウンすることのできる部屋も用

意しています｣。 

 

 

 

 

 

 

 

就労移行支援事業所

支援員



 

 

 

  

 株式会社三和製作所は、昭和 53 年に温室用フレーム製作

の会社として設立されました。平成 18 年、学校や特別支援

学校向けのカタログ販売を手掛けることになり、以来、学校

用保健・衛生用品の販売を行っています。 

 京葉物流センター(船橋市海神町南)で、障害のある方の実

習や雇用を受け入れていたことから、市は平成 26 年度｢船

橋市障害者雇用優良事業所表彰 ふなばし あったかんぱ

にー｣(詳しくは P2)として表彰しました。 

 同センターは 30 人という小規模で、特別支援学校を卒業

した知的障害のある L さんを雇用しており、｢不得意な作業

を無理にさせず、ほめてモチベーションを保つよう努力して

いる｣など、働きやすい雰囲気を作っていました。 

 

 

   

 令和元年、新たに市川センター(市川市原木)を開設し、こ

れまで京葉物流センターで行っていた商品の組み立てと物 

流倉庫、それに三郷工

場の機能を全て移し

ました。 

 広い場所になった

ため、働く人数は増え

ましたが、L さんは現

在も働いており、勤続

10年近くになります。

また、事務部門で身体 

障害のある方が働いています。職場実習の受け入れも続けて

おり、雇用の検討も積極的に行っています。 

センター長の吉田裕二さんは、京葉物流センターの頃から

Lさんの働きぶりを見てきました。商品を数えて梱包したり、

シールを張ったりする仕事は以前から同じです。気分が乗ら

ないときは作業スピードが落ちることがあるので、周囲がほ 

めてテンションを保つよう心がけている状況も変

わらないため、周囲も慣れて｢L さんはそういう人｣

と受け止めています。 

吉田さんは、｢この会社では比較的理解しやすい仕事の種

類が多いので、働きたい方に合うものがきっとあります｣と

言います。実際、実習を希望する方がいれば、得意なことを

聞いて作業を決めています。L さんのような梱包でも、数え 

るだけ、袋に入れるだけといった

分業が可能なので、それぞれの特

性を生かすことができる作業を

お願し、｢成功体験を積む｣手助け

をしています。 

こういった手作業は、福祉作業

所への委託や特別支援学校の校

内実習にも出しています。 

 

 もともと、障害のある方を受け入れるきっかけになったの

は、学校への商品の納入でした。特別支援学校を訪れること

も多く、会社の方たちは生徒たちの様子を見てきました。そ

こで、就労希望の生徒のため、実習先として協力してきたの

でした。 

 学校とのつながりから、3 年前に教育に関する教材の企画

販売を始めました。小学校・中学校を対象としたものの他、

特別支援学校に特化した教材もカタログにまとめました。 

さらに、市川センターでは新しいプロジェクト｢Heart 

Bridge Garden(ハート・ブリッヂ・ガーデン)｣を準備して

います。知的障害のある我が子に｢できる｣体験を持ってもら

いたいと、社員のひとりが作った｢ボタン付きスモック｣が原

点となり、障害のある子どもたちのための教材｢Heart 

Bridge(ハート・ブリッヂ )｣を開発しています。｢Heart 

Bridge｣は、これらを含めた教材を実際に使ってもらう場と

して考えているのです。体の動きやコミュニケーション、社

会との関わりなど、｢障害のある子どもが自立に向けて自信

をつけられるように｣というコンセプトです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 吉田さんは、｢今後も障害のあ

る方たちにこの会社を利用して

もらいたい｣と言います。｢実習

は本人が得意不得意を見直し、

将来への力に役立てば。教材は

子どもたちの自立に向けて。そ

して会社が、障害のある方と社

会のかけ橋になることができれ

ばいいですね｣。



 

 

 

  

 レビー・ケア株式会社は、本社のある船橋市の他、千葉市

と八千代市で住宅型有料老人ホームとグループホームの 4

施設を運営しています。 

 障害者雇用に取り組み始めた翌年、平成 27 年度に｢船橋

市障害者雇用優良事業所表彰 ふなばし あったかんぱに

ー｣として市が表彰しています。 

 当時は知的障害のある方を生活援助(介護補助)でひとり、

精神障害のある方を併設クリニックの事務で 3 人雇用し、ま

た長年働いていた方が精神障害者福祉手帳を取得したとこ

ろでした。 

 それ以前に雇用していた方も含め、面談を通して、勤務時

間の調整や設備の改善などを行っていました。当時の担当者

が、現場の理解を得るために努力してきたことが評価されて

の表彰でした。 

 

 

   

 平成 31 年秋、代表取締役社長に小野 樹さんが就任し、

会社の体制も変わりました。これまで事務で雇用していたふ

たりの精神障害のある方は、クリニックでの雇用になりまし

た。勤務場所も仕事の内容も変わらず、パソコンによるデー

タ入力などをしています。 

 現在、レビー・ケア株式会社としての障害のある方の雇用

はふたりで、そのうちひとりは以前から働いている M さん。

平成 27 年の表彰当時、精神保健福祉手帳の取得をした方で 

す。今も有料老人ホームの生活

援助を担当し、9 時～16 時、

週 4 日勤務しています。もうひ

とりは千葉市のグループホーム

で働く方で、採用後に精神保健

福祉手帳を持っていることがわ

かりました。 

また体制が変わったことから、

障害のある方の受け入れは小野

さんが担当することになりまし

た。小野さんは以前、障害者支

援施設に勤めており、就労支援

の経験もあります。 

 

 

Mさんの手帳はパニック障害の診断から取得したもので

すが、発作が起きたことはありません。その他に視野狭窄が

あり、視野の幅は自分の正面程度で、外では壁伝いに歩くそ

うです。仕事は、老人ホームに入居されている方の配下膳や

お茶の提供、居室と食堂の簡単な清掃です。ずっと一緒に働 

いている職員もいるので、M さんに対しては特別に気を遣っ

ていることはありません。 

ただ、飲み物や食事をトレイで運ぶ時、視野が狭いのでぶ

つかる危険があります。そこで、台車に乗せて運ぶことがで

きるよう配慮をしました。小野さんは、｢『障害者に対する 

配慮』というより『M さんに対する配慮』｣と言い

ます。他の方と同様、仕事を安全かつスピーディ

ーに終えられるように考えたということです。 

以前は M さん担当の職員がいましたが、｢仕事に慣れてテ

キパキ動くことができるようになったため、指導員を配置す

るほどではない｣と言います。｢本人が頑張っているので、困

ったことは特にない｣状態ですが、必要であればどの職員に

ついても面談を行う用意はあるそうです。 

 

 これまでも、特別支

援学校や、中学校特別

支援学級の生徒の職

場実習は受け入れて

きました。小野さんは、

前職の経験から、｢障

害のある方と働くこ

とは、貴重な学びの機

会になる｣と考えてい

ます。まだ、障害や障

害のある方について

理解の進まない部署

もあるため、M さんや

実習生の様子を見て

考え方を変えてもら

えれば、と言います。 

 また、障害のある方 

に対しては、｢福祉の仕事に関わって興味を持ち介護資格を

取ってもらえるのであれば、人手不足の介護業界にとっては

ありがたいこと｣と言います。｢障害の有無ではなく、仕事が 

できる方であれば雇用したい。

そのためには合理的配慮、職場

環境の改善もしていきます｣。  

｢有料老人ホームだけではな

く、デイサービスでの仕事も視

野に入れ、現場の声も聞きなが

ら受け入れを検討したい障害の

ある方が来てくれるのが楽しみ

です!｣と、小野さんは笑顔で言

い切ってくれました。




